
  

 

6 点入力方式によるスマートフォンのメモ帳の実装 

平山 亮†   田辺 敬典†† 

† ††大阪工業大学情報科学部 
 〒573-0196 大阪府枚方市北山 1-79-1 

 

E-mail:  †makoto.hirayama@oit.ac.jp, ††e1c11056@st.oit.ac.jp 

あらまし  スマートフォンはキーボード・ボタンなどがディスプレイ上に表示されるだけであるため、ディスプ

レイを視認できない利用者は，文字入力が困難である．そこで長谷川貞夫氏が提案した点字を利用した６点入力に

よる文字入力方式を使い，視覚障がい者でもスマートフォンを使ってスムーズに文字入力が行えることを目的とし

た簡易メモアプリケーションを試作した．  
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Abstract On smartphones, a keyboard and buttons are displayed as soft-keys on touch screens, thus, it is difficult for 

visually impaired users to input texts to notepad or Email applications.  Thus, a prototype smartphone application of a memo 

pad, which supports the six dots input method proposed by Hasegawa, was implemented. 
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1. はじめに  

視覚障がい者や盲ろう者が，スマートフォンを用い

て，情報取得やコミュニケーションを行う際，文字入

力が必要であるが，タッチパネルのディスプレイでは，

キーボードやボタンはソフトキーであるため，資格障

害者は視認できず，入力に苦労する．解決のための事

例としては，視覚障害者のためのスマートフォンの開

発 [1]，文字入力方法を検討した研究 [2]などが発表され

ている．今回の報告では，スマートフォンでの文字入

力をよりスムーズに行うための点字を利用したスマー

トフォンにおける文字入力システムについて，長谷川

貞夫氏による点字を応用した 6 点入力方法の提案 [3]  [4]  

[5]  [6]をまとめ，それに基づき，アンドロイドスマート

フォンの簡易メモ帳を実装したことについて報告する．  

 

2. 文字入力支援システムについて (文献 [10]より

再掲 ) 

 本稿にて紹介する点字を利用した文字入力支援シス

テムの概要について説明する．  

2.1. 点字について  
 これまで点字が視覚障がい者のコミュニケーション

や教育に果たした役割は大きい [7]．   

点字にはおおよそ 200 年の歴史があり，その原型は

1822 年にフランスの軍人 Charles Barbier が軍事機密保

持を目的とし，声を出さずに命令を伝達する暗号とし

て考案した縦 6 点・横 2 列の 12 点式点字方式 (図 1)で

あった [8]．  

 

図 1 Charles Barbier の 12 点式点字  

 

現在の点字の構造は 1829 年に Louis Braille が

Charles Barbier の 12 点式点字からヒントを得て縦３



  

 

点・横２列の６点式点字でアルファベットや数字の体

系を完成させたことにより生まれた [8]．そして，この

６点よりなる範囲をマスと呼び６個の点には図 2 のよ

うに 1 の点から 6 の点まで，順に名前がついている．  

 

図 2 各点の名称  

この６個の点から作られる符号は 63 個であり，1 個

も点のないものを「マスアケ」と呼び一般のスペース

のような働きをする．  

 

2.2. 長谷川氏による提案の入力方法  
テンキーを利用するより視覚障がい者や盲ろう者

の多くがなじみのある点字を利用すれば誤字や脱字を

減らし，よりスムーズに文字入力や情報発信を行うこ

とができるのではないかと考えられる．あらかじめ五

十音の点字の点の配置を２桁の８進数に対応させる．

具体的には図 2 で示した１の点，２の点，３の点によ

る点の配置状況で１桁を表現．残りの４の点，５の点，

６の点による点の配置状況でもう１桁を表現 (図 3 参

照 )．この二つの桁を組み合わせで五十音を表現する． 

 

 
図 3 点字と２桁８進数の対応例  

 

なお，２桁の８進数が両方とも 0 の場合は前述した

「マスアケ」として扱う．また，古文などで用いられ

る「ゐ」や「ゑ」は現代文で用いられる「い」や「え」

と区別するものと考える (図 4)．  

次に図 3 のように点字を基に対応させた２桁の８進

数を向きと角度が決まった直線に対応させる考え方に

ついて記述する．直線は４５度ずつの８本の線を考え

る．また，角度については入力画面上から上に垂直に

上がる直線を０度とする．そして，直線の角度０度を

８進数の０として考え，４５度の場合１，９０度の場

合２のように８種類の角度に０から７の８進数を割り

当てる (図 5)．  

 

 

図 4「い」，「え」，「ゐ」，「ゑ」の点字と 2 桁の 8 進数  

 

直線の角度 角度に対応する８進数 補足
0° 0 上に垂直に上がる直線
４５° 1 右上方向45度に上がる直線
９０° 2 右方向の水平線
１３５° 3 右下方４５度に下がる直線
１８０° 4 垂直に下がる直線
２２５° 5 左下方４５度に下がる直線
２７０° 6 左方向の水平線
３１５° 7 左上方に上がる直線  

図 5 直線の角度とそれに対応する８進数  

 

実際に使用者が文字入力を行うときはタッチ画面上

に入力した二本の直線の組み合わせで一文字が入力さ

れる．  

 

3. 実装  

3.1 開発環境  
今回，Android アプリケーションを開発するにあたっ

て使用したソフトウェアや開発環境などを示す．  

(1)JDK(Java 開発キット ) 

Java アプリを実行するための Java 仮想マシンをはじ

め，コンパイラ，クラスライブラリ，デバッガなどを

備えた開発キットである．  

(2)Eclipse(総合開発環境 ) 

オープンソースで提供されており，エディターやプロ

ジェクト管理，デバッカーなど，おおよそのアプリ開

発には欠かせない諸機能を取り揃えた開発環境である
[9](図 6)．また，プラグインと呼ばれる拡張ライブラリ

を導入することで，自在にさまざまな機能を追加でき

る．  

(3)Android SDK 

Android アプリを開発するのに必要なソフトウェア．

基本的なクラスライブラリをはじめ，エミュレーター，

ドキュメント，サンプルプログラム，ビルドやテスト

に必要なツールが一式含まれている．  

 



  

 

 

図 6 Eclipse 上における開発画面  

 

4. メモ帳アプリケーションのテスト  
開発したアプリケーションは，アンドロイドのスマ

ートフォンにダウンロードしてテストを行う。今回は

Xperia SO-02E（docomo）でテストを行った．アンド

ロイドのバージョンは，4.2.2 である．  

今回試作した簡易メモ帳のアプリケーションを立

ち上げると，文字入力の画面になる。6 点入力方式に

より，タッチ画面上で，2 本の直線を指でなぞって入

力した後，ダブルタップすると，その文字入力を認識

して画面上に文字が表示される．今回は実装を簡単に

するため，2 本の直線を入力した後，ダブルタップし

た時点で文字を確定する仕様としたが，1 文字ごとに

ダブルタップが必要なので，将来の実装では，2 本目

の直線が入力されたのを認識した時点で文字を表示す

るように改良する予定である．  

入力方法は，例えば「あ」，「い」，「う」，「え」，「お」

を入力したい場合，図 7 に示されている向き・角度で

直線を入力すればよい．  

 

 

図 7 「あ」，「い」，「う」，「え」，「お」における点字と

それに対応した 8 進数と直線  

 

 実際に入力を試した時の，端末を図 8 に示す．画面

構成の模式図は図 9 のようである．  

 

図 8 アプリ起動画面  

 

 
図 9 スマートフォンにおける６点入力方法  

 

今回の実装では，文字入力が行われたときに，入力し

た文字を音声フィードバックする機能を追加して，入

力された文字が視覚障害にもわかるようにしたが，不

具合があり，音声フィードバック機能については，デ

バッグ中である．現在完成を目指して実装を進めてい

る．  

 



  

 

5. おわりに  
６点入力による文字入力方式を用いて視覚障がい者

でもスマートフォンを使ってスムーズに文字入力が行

えることを目的とした簡易メモアプリを試作した． 

現在は実装中で，簡単な文字入力ができるようにな

った状態だが，音声フィードバック機能を含めて，近々

完成させ，実証実験を行って，評価をする予定である．  
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